
沖
縄
振
興
特
別
措
置
法
等
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
案
に
対
す
る
附
帯
決
議令

和

四

年

三

月

三

十

日

参

議

院

政

府

開

発

援

助

等

及

び

沖
縄
・
北
方
問
題
に
関
す
る
特
別
委
員
会

政
府
は
、
本
法
の
施
行
に
当
た
り
、
次
の
諸
点
に
十
分
配
慮
し
、
沖
縄
県
と
連
携
を
図
り
つ
つ
、
今
後
の
沖
縄
振
興
の
推
進

に
遺
漏
な
き
を
期
す
べ
き
で
あ
る
。

一
、
沖
縄
振
興
一
括
交
付
金
制
度
が
沖
縄
の
自
立
的
経
済
の
発
展
に
極
め
て
重
要
な
役
割
を
担
っ
て
い
る
こ
と
を
踏
ま
え
、
安

定
的
な
制
度
運
用
及
び
必
要
な
予
算
額
の
確
保
を
図
る
と
と
も
に
、
さ
ら
に
効
率
的
・
効
果
的
に
活
用
で
き
る
よ
う
、
県
及

び
市
町
村
と
十
分
協
議
を
行
う
等
連
携
し
、
沖
縄
の
実
情
に
即
し
た
運
用
を
図
る
な
ど
一
層
の
充
実
に
努
め
る
こ
と
。

二
、
特
区
・
地
域
制
度
の
十
分
な
活
用
に
よ
り
産
業
集
積
が
一
層
促
進
さ
れ
、
も
っ
て
沖
縄
の
自
立
的
経
済
の
発
展
が
図
ら
れ

る
よ
う
、
広
く
制
度
の
周
知
に
努
め
る
と
と
も
に
、
制
度
が
十
分
活
用
さ
れ
、
か
つ
政
策
目
標
の
達
成
に
向
け
た
効
果
を
発



揮
す
る
よ
う
、
必
要
に
応
じ
課
税
の
特
例
そ
の
他
の
制
度
の
改
善
を
検
討
す
る
こ
と
。
そ
の
際
、
「
措
置
実
施
計
画
」
の
作

成
な
ど
課
税
の
特
例
等
の
要
件
が
、
事
業
者
の
過
大
な
負
担
や
産
業
集
積
の
進
展
の
阻
害
と
な
ら
な
い
よ
う
、
企
業
活
動
の

実
情
等
を
的
確
に
把
握
し
た
上
で
制
度
設
計
を
行
う
こ
と
。

三
、
特
に
北
部
地
域
及
び
離
島
に
お
い
て
、
地
方
公
共
団
体
に
よ
る
産
業
の
振
興
や
ワ
ー
ケ
ー
シ
ョ
ン
に
係
る
取
組
を
含
む
移

住
・
定
住
の
促
進
、
雇
用
機
会
の
拡
充
、
Ｉ
Ｃ
Ｔ
等
を
活
用
し
た
教
育
の
充
実
等
に
資
す
る
取
組
へ
の
支
援
を
強
化
す
る
と

と
も
に
、
離
島
が
我
が
国
の
領
海
及
び
排
他
的
経
済
水
域
の
保
全
に
果
た
し
て
い
る
重
要
な
役
割
を
踏
ま
え
、
離
島
住
民
の

生
活
に
と
っ
て
欠
か
せ
な
い
生
命
線
で
あ
る
離
島
航
路
・
航
空
路
の
維
持
及
び
充
実
を
図
る
こ
と
。

四
、
沖
縄
に
お
い
て
、
い
ま
だ
子
ど
も
の
貧
困
問
題
が
解
消
さ
れ
て
い
な
い
状
況
を
踏
ま
え
、
子
ど
も
の
貧
困
対
策
の
推
進
に

資
す
る
た
め
、
子
ど
も
の
教
育
・
生
活
安
定
の
支
援
、
保
護
者
の
就
労
支
援
、
子
ど
も
に
対
す
る
経
済
的
支
援
、
対
策
に
関

わ
る
担
い
手
の
人
材
育
成
・
確
保
・
処
遇
改
善
等
に
つ
い
て
、
財
政
上
の
措
置
を
含
め
た
適
切
な
措
置
を
講
ず
る
よ
う
努
め

る
こ
と
。

五
、
情
報
通
信
産
業
の
振
興
に
係
る
施
策
を
進
め
る
上
で
、
今
後
成
長
が
見
込
ま
れ
る
事
業
を
重
点
的
に
強
化
す
る
よ
う
努
め

る
こ
と
。
あ
わ
せ
て
、
Ｉ
Ｃ
Ｔ
人
材
を
始
め
と
す
る
沖
縄
振
興
に
資
す
る
多
様
な
人
材
の
育
成
に
必
要
な
教
育
の
充
実
に
つ



い
て
、
産
学
官
連
携
の
取
組
を
推
進
し
、
県
及
び
市
町
村
の
要
望
を
踏
ま
え
た
形
で
の
支
援
を
行
う
よ
う
努
め
る
こ
と
。

六
、
沖
縄
振
興
特
別
措
置
法
の
施
行
後
五
年
以
内
の
見
直
し
に
つ
い
て
は
、
法
の
期
限
が
十
年
間
延
長
さ
れ
る
こ
と
を
踏
ま

え
、
計
画
期
間
全
体
を
通
じ
た
取
組
を
念
頭
に
置
い
て
設
定
さ
れ
る
施
策
の
成
果
指
標
等
に
つ
い
て
適
切
に
評
価
す
る
こ

と
。

七
、
沖
縄
に
お
け
る
米
軍
施
設
・
区
域
の
整
理
縮
小
及
び
早
期
返
還
の
実
現
に
努
め
る
と
と
も
に
、
沖
縄
の
基
地
負
担
軽
減
に

一
層
全
力
を
尽
く
す
こ
と
。

八
、
県
及
び
市
町
村
が
駐
留
軍
用
地
跡
地
の
利
用
推
進
の
た
め
に
公
共
用
地
を
取
得
す
る
際
に
は
、
過
大
な
負
担
を
生
じ
さ
せ

る
こ
と
の
な
い
よ
う
十
分
に
配
慮
し
、
財
政
上
の
措
置
を
含
め
た
適
切
な
措
置
を
講
ず
る
こ
と
。

九
、
沖
縄
振
興
開
発
金
融
公
庫
に
つ
い
て
、
沖
縄
の
政
策
金
融
を
総
合
的
・
一
元
的
に
担
っ
て
い
る
こ
と
を
踏
ま
え
、
引
き
続

き
、
沖
縄
振
興
策
の
展
開
に
お
い
て
大
き
な
役
割
を
果
た
さ
せ
る
と
と
も
に
、
新
事
業
創
出
促
進
業
務
の
範
囲
の
拡
大
に
当

た
っ
て
は
、
民
間
金
融
を
補
完
し
て
民
間
主
導
の
自
立
型
経
済
の
構
築
等
に
貢
献
す
る
と
の
役
割
を
踏
ま
え
、
民
業
を
圧
迫

す
る
こ
と
の
な
い
よ
う
十
分
配
慮
さ
せ
る
こ
と
。

十
、
泡
盛
製
造
業
が
沖
縄
の
伝
統
文
化
や
風
土
を
現
代
に
伝
え
る
と
と
も
に
、
特
に
、
離
島
地
域
に
お
い
て
重
要
な
雇
用
の
基



盤
を
提
供
し
て
き
た
こ
と
を
踏
ま
え
、
今
後
十
年
間
に
お
い
て
泡
盛
の
販
路
拡
大
や
製
造
場
の
創
意
工
夫
を
支
援
す
る
取
組

を
強
力
に
展
開
す
る
こ
と
。

十
一
、
沖
縄
科
学
技
術
大
学
院
大
学
（
以
下
「
Ｏ
Ｉ
Ｓ
Ｔ
」
と
い
う
。
）
に
つ
い
て
は
、
世
界
最
高
水
準
の
教
育
研
究
を
推
進

し
て
い
く
た
め
の
規
模
の
拡
充
等
の
取
組
を
支
援
す
る
と
と
も
に
、
県
や
市
町
村
及
び
沖
縄
の
大
学
や
企
業
と
連
携
し
た
沖

縄
の
特
性
や
資
源
を
い
か
し
た
研
究
の
推
進
等
を
通
じ
、
Ｏ
Ｉ
Ｓ
Ｔ
の
教
育
研
究
が
沖
縄
の
振
興
及
び
自
立
的
発
展
に
貢
献

す
る
よ
う
促
す
こ
と
。

十
二
、
戦
没
者
の
遺
骨
収
集
、
不
発
弾
処
理
対
策
等
の
地
元
か
ら
も
強
い
要
望
の
あ
る
戦
後
処
理
問
題
等
の
諸
問
題
に
つ
い

て
、
政
府
が
県
及
び
市
町
村
の
協
力
を
得
て
対
応
を
加
速
す
る
こ
と
。

十
三
、
沖
縄
の
深
刻
化
す
る
交
通
渋
滞
を
解
消
す
る
た
め
、
道
路
等
の
整
備
に
努
め
つ
つ
、
総
合
的
な
交
通
体
系
の
整
備
を
促

進
す
る
と
と
も
に
、
鉄
軌
道
を
含
む
新
た
な
公
共
交
通
シ
ス
テ
ム
の
導
入
に
向
け
、
公
共
交
通
機
関
に
関
連
す
る
技
術
の
進

歩
の
状
況
そ
の
他
の
事
情
を
踏
ま
え
、
全
国
新
幹
線
鉄
道
整
備
法
を
参
考
と
し
た
特
例
制
度
に
つ
い
て
も
調
査
及
び
検
討
を

行
う
こ
と
。

十
四
、
沖
縄
島
北
部
及
び
西
表
島
等
の
世
界
自
然
遺
産
登
録
を
踏
ま
え
、
沖
縄
に
お
け
る
自
然
環
境
の
保
全
等
に
資
す
る
生
態



系
の
維
持
・
回
復
や
生
物
多
様
性
の
確
保
、
さ
ら
に
は
海
洋
資
源
の
持
続
可
能
な
利
活
用
に
向
け
、
関
係
各
所
と
協
議
の

上
、
全
力
で
取
り
組
む
こ
と
。

右
決
議
す
る
。


